第５５回　京都句会 ＭＥＭＯ　　　　　　　　　　  2017/10/03（火）
吟行地 釘抜地蔵・千本釈迦堂・北野天満宮
句会場 キャンパスプラザ 京都
１０:５０～１２:２０
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

〔指導〕  河原地 英武

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔参加者〕　　 　　8名
今月の句会は、９名の参加・２名の不在投句をいただき、５５句で勉強させていただきました。天気予報は午前中が雨の予報で、午後からは晴れるということでしたが、やや蒸し暑く過ごしたでしょうか。吟行地は魅力的なところばかりが続き、さすがに「句が出来ない」という声は聞きませんでした。
この機会に書き添えておきたいと思いますが、不在投句をしていただきましたら、後ほど「投句一覧」をメールで送らせていただきます。その翌日に、選者名と投句者を記入したもの（選の入った句）を送らせていただきます。句会への参加が都合つかない場合も、ぜひ、投句してください！！
【 定例句会 】
私の場合、本当に好きな句・採りたい句があっても、自分だったらこうするよなと思うのは、どうしても外してしまいます。今日の高得点句、私も勿論、予選では採っているのですが、ここまでいったら、もう一歩さらに進めたいなという気持ちでおります。
河原地さんの選句
縛り目を槌で叩きて稲架組めり　　　　惠光　

野分晴庭掃く巫女の白たすき　　　　　悦枝
月白の波に揉まるる真珠棚　　　　　　俊雄
俯きて絵を描く人へ秋の蝶　　　　　　英子
【特選】蜩や天女のあらはなる背中　　　　　　徒歩
縛り目を槌で叩きて稲架組めり　これはですね、<槌で叩きて>という具体的な描写にとても生活感があってよろしいんじゃないでしょうか。
野分晴庭掃く巫女の白たすき　これは、私だけが採りましたけれど、アニメに出てきそうな若い巫女さんといってはおかしいかもしれませんが、かわいらしい巫女さんが浮かんだんですよ。かっと晴れた空。そして、白いたすきを掛けている・・・　まぁ、たすきって気合を込めるときにもしますでしょ？ この場合、職業柄つけているのかもしれませんけれども、その辺の晴れ晴れとした気持ちが伝わってきました。
月白の波に揉まるる真珠棚　これは、本当にみなさんの言った通りです。美しくって・・・　なんだか美しすぎるくらいですよね。月明かりと真珠棚、どちらも照り返っているようで良い句だと思いました。
俯きて絵を描く人へ秋の蝶　この句も私一人が採ったでしょうか。絵を描くのなら俯くだろうというご意見もあると思いますが、ただ、私はですね、この俯く姿がとてもひた向きに思えましてね、何もかも忘れて無心に描いている情景が浮かびました。その背中にフッーと飛んでくるのに「赤とんぼ」だったら、ちょっと滑稽になるでしょうか？ この優しい情景に合うのは蝶々かな・・・
そう、「秋の蝶」でピタッと決まったと思います。
蜩や天女のあらはなる背中　私の特選句は、問題句ですけれども・・・（笑）
まず、類句がないですよね。写生句といいますか・・・ 作者の妄想もちょっと入っているでしょうか。とてもインパクトがあったんです。カナカナですよね、声を聞きますと、とても澄んだ感じがするのですが、私の中では、ヒグラシってちょっと不気味なイメージもあるんですよ。ヒグラシの鳴く頃に怖いものが感じられる・・・ 寂しく、山深く、人里を離れた情景・・・　
そもそも、虫偏の漢字って不気味な感じがしますでしょ？ 今日の投句にも蝮の字がでてきましが、そうは思われませんか？ そこら辺のちょっと不気味な感じと、天女が背中をあらわにして徒歩さんを誘惑しようとしている！？ 
妙な濃厚な色気がある。などと色々と想像を掻き立てられる句と思いいただきました。作者の自解をこの後に続けてほしいですね！
＊＊＊＊＊＊＊

五風十雨出来は上々今年酒　五風十雨などという言葉をよくご存じですね。
【五風十雨 ごふうじゅうう】５日に一度風が吹き、１０日に一度雨が降る意。転じて、天気が順調で、農作のために都合がよいこと

最初は、三段切れかなと思いましたが、読んでいるうちに「出来は上々の今年酒」ということでいいと思いました。敢えて三段切れを解消して、五風十雨出来上々の今年酒 としますと、少しうるさく感じます。原句の通りで残したいですね。（英武）
「和歌山の杜氏さんのお話で、今年は夏暑くて、大雨も降ったりして大変だったんだけど、一年を通して見れば、まぁ、普通の年だったよ。酒は美味しく上がったよ。」といった会話から句を詠みました。（忽布）
時を告ぐ鶏の高鳴き稲熟るる　三段切れになってしまいますね。
時告ぐる鶏の高鳴き稲熟るる　としましょう。（英武）
川上の嶺に神坐すくづれ簗　選もいくつか入りましたが、中七までの高い位置に置かれている視点から一気に下の方へと移動しすぎてはいないか？ ということで意見が交わされました。（哲半）
鬼胡桃しまふ箱根の秘密箱　いただいたのは私だけでしたが、もっと選が入ると思っていました。箱根の寄木細工を詠まれたのですが、一番手数の少ない簡単なものでもなかなか開けられません。そこに仕舞われているのは、ピアスなどのありきたりではなく、なんと鬼胡桃！　開けようとしている時に鳴る音を想像しながら、鬼胡桃の措辞から苦戦している様子まで浮かんでくるようでした。（哲半）

小鳥来る退院近き子の窓へ　関連して、「小鳥来る」の季語は、本来、渡り鳥のことをいうと思いますが、近くに来るような感じでも使っていいでしょうか？ といったコメントがありましたが、一般的にはそういう意味合いで広く使われていますから、特に問題はないとのことでした。（哲半）
うそ寒の母屋の土間に蝮酒　「蝮酒」は季語ではないですか？ というコメントがありましたが、この場合は物として見ていいでしょう。ということでした。ただ、河原地さんは、上五は「や」で切りたいな～　と。（哲半）
沢風に胸の高さの稲架組めり　いい句だと選に迷っていたのですが、ご意見を聞いていると、上五の「に」に理屈っぽい感じがするとのことでした。しかし、「や」では困るし難しいところですね。とコメントが続き、個人的には、その辺りを納得するのに時間がかかると感じました。
『俳句における日本語 吉岡桂六』　を開きますと、「に」の基本的な働きにはあてはまらず、「に」のやや微妙な用法として書かれているのに該当するように思いましたが、どうでしょう？？
北風に遊びゐる子を抱き去りぬ　長谷川かな女
この句を読み下してみると、<北風に遊びゐる子>というつながりがまず目に入るが、全体を一息に読むのはやや無理で、<北風に>で軽く間を置きたくなる。すると、<北風に>が<抱き去りぬ>にかかる感じが出てくる。これは、目的補語と動詞の結びつきが強いので七・五が一体となっているためでもあるだろうが、<に>がごく軽い切れ字として働いているのである。
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＜ 今日の一句 ＞

野分晴庭掃く巫女の白たすき　　　　悦枝

霊水を汲めば柄杓にこぼれ萩　　　　英子

縛り目を槌で叩きて稲架組めり　　　惠光

月白の波に揉まるる真珠棚　　　　　俊雄

鬼胡桃しまふ箱根の秘密箱　　　　　万里子

五風十雨出来は上々今年酒　　　　　忽布

どこまでも畑は秋の長なすび　　　　秋麦

色町を抜けて寺町夕月夜　　　　　　徒歩

耳にペン挟みしままや夜業明け　　　哲半

ほつほつと萩の雨降る巴塚　　　　　佳子

木曽殿の塚の湿りや菊日和　　　　  英武

句会ＭＥＭＯの句は、ネット上にアップされています。毎月、作者にお断りしておりませんので、他に投句するつもりでおられる方など、ご都合の悪い方は、勝手言いますがメールにてお知らせください。早急の削除ということで対応させていただきます。
ご意見等がありましたら、よろしくお願いいたします。　ぺこり
